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 要 旨   

目的： 

アメリカでは 20歳以下の若者が年間 4,300人以上飲酒で亡くなり、飲酒は 10代から 20

代の若者の主要な死因の危険因子である。アルコール政策は、若者の飲酒を減少させる

重要な手段であるが、若者向けのアルコール政策と酒税のような集団ベースの政策とも

に若者の飲酒は減少する。しかしながら、これまでにアルコール政策環境と未成年者の

飲酒の関係について評価されておらず、積極的なアルコール政策は未成年の飲酒とは逆

相関し、この関係は成年の飲酒についても成り立つかについて仮説を検証した。 

 

方法： 

アルコール政策尺度(APS)は各州でのアルコール政策環境をスコア化し、1999 年から

2011年間の隔年の Young Risk Behavior Surveyデータの 9学年から 12学年の高校生の

データを用いて繰り返し横断解析を行った。 

 

結果： 

調整後のモデルで、APSスコアが 10パーセント上昇すると、未成年の飲酒は 8パーセン

ト減少し、未成年の大量飲酒は 7 パーセント減少した。集団ベースの政策のサブグルー

プに分けて解析しても、未成年の飲酒と大量飲酒と逆相関の関係が得られた。 

 

結論： 

アルコール政策環境とアメリカの高校生での飲酒量の関係を評価した最初の研究であ

り、積極的な集団ベースの政策は、未成年に限定しないものを含めて、未成年の飲酒と

大量飲酒を減少させることに関連していた。未成年の飲酒を減らすために、アルコール

の害を防ぐ総合的取り組みとして成年の過剰飲酒を減らすための集団ベースの政策を取

り入れていくべきである。 

 


